
60ドル台前半で方向性を欠く
NY原油先物相場は、1バレル=63～65ドル水準をコアにほぼ横ばいの展開になった。ロシア産の供給不

安が下値を支えたが、大きく買い進むような動きは限定され、明確な方向性を打ち出せなかった。ウク

ライナ和平に向けて各国の取り組みが強化されているが、その一方で、ウクライナとロシアの間では戦

闘が激化している。ロシアはウクライナの首都キーウに対する攻撃を強化しており、米国や独仏はウク

ライナに対する軍事支援強化を決定している。また、ウクライナなロシア石油施設に対するドローン攻

撃を繰り返している。

トランプ米政権はインドがロシア産石油を購入していることを理由に、インドに対する25％の追加関税

を発動した。これによってインドの関税は50%に達する。インドが今後もロシア産石油の購入を続ける

のか不透明感が警戒されたことも、原油相場を下支えした。ただし、現実に大規模な供給障害が発生し

た訳ではなく、需給緩和評価も根強く、安値圏で揉み合う展開に留まった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（8月22日時点）は、原油が前週比239万バレル減、ガ

ソリンが124万バレル減、石油精製品が179万バレル減となった。
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【現状確認】
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需給緩和見通しで戻り売り優勢も、ロシアとイラン産に供給不安

2

【展望】

需給緩和見通しと供給不安が交錯するため、不安定な値動き

が続きやすい。基調としては、需給緩和の値下がり局面が続

く見通し。9月入りで北半球のドライブシーズンは終了に向

かい、製油所も定期メンテナンスへの移行を進めることにな

る。需要期から需要端境期への移行が進むことに加えて、世

界経済減速による需要鈍化も警戒される状況になる。一方、

石油輸出国機構（OPEC）プラスなどの増産対応は続き、時

間の経過とともに需給緩和圧力は強まる見通し。何ら供給障

害が発生しないようであれば、改めて60～65ドルのレンジで

上値の重さを確認し、60.00ドルに迫る可能性もある。

一方で、供給不安が残されているため、短期的に突発的な上

昇圧力が発生する可能性は想定しておく必要がある。トラン

プ米大統領は8月22日、2週間以内にウクライナ和平協議の方

向性が出てくるとの認識を示していた。このため、今週中に

和平協議に何らかの評価を下す可能性があり、仮にロシアが

非協力的として追加制裁を科すような動きがみられると、供

給リスクのプレミアム加算が促される可能性がある。

また、インドはロシア産石油輸入を理由にトランプ米政権か

ら25%の追加関税を課せられたが、ロシア産の調達を抑制・

停止するような動きがみられた際には、国際需給が混乱する

リスクを織り込む形で60ドル台後半を試す可能性がある。

イラン核開発を巡って、欧州3ヵ国は、イランが2015年の

「核合意」に違反したとして、制裁を再開させる手続きを始

めている。米欧はイランに対して中断している米国との核協

議に応じるように呼び掛けているが、イラン産原油の供給不

安を高めるような動きにも注意が必要。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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